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このたびは「証券アナリストによるディ

スクロージャー優良企業選定」において、食

品部門の優良企業に選定いただき誠にあり

がとうございます。受賞は 3 年連続 15 回目

となり、経営トップをはじめとした「建設的

な対話」に取り組む姿勢などを継続してご

評価いただいており、大変光栄に存じます。 

アサヒグループを取り巻く外部環境は、

グローバルな政治経済の不確実性などが増

しているものの、デジタル化などによる消

費の多様化や世界的なプレミアムビール市

場の拡大など、多様な「機会とリスク」が拡

大しています。また、コーポレートガバナン

ス・コードの改訂などに応じて、企業理念を

起点とした統合的な情報開示や投資家の皆

様をはじめとしたステークホルダーとのエ

ンゲージメントがより一層求められていま

す。 

当社は 2016 年以降、欧州での大型 M&A
や迅速な事業ポートフォリオの再構築によ

り、事業利益の海外比率は 40％近くに高ま

り、グループ社員の半数以上が外国人とな

るなど、真のグローバル化に向けて成長基

盤が拡大しています。グループが新たな成

長ステージに立ったことに加え、世界中の

社員がアサヒ独自の価値創造に向けてベク

トルを合わせていくために、本年は、新グル

ープ理念“Asahi Group Philosophy”を制

定するとともに、その具現化に向けて『中期

経営方針』を発展的に更新いたしました。 

更新した『中期経営方針』では、重点課題

に「稼ぐ力の強化」、「経営資源の高度化」、

「ESG への取組み深化」の 3 点を掲げ、財

務情報と非財務情報をリンクしたエンゲー

ジメント・アジェンダを示すことで、より中

長期視点での対話に努めています。具体的

な IR イベントとしては、業績のウェートが

高まっている欧州事業の説明会や“Asahi 
IR Day”を開催し、アジェンダに基づくこ

れまでの成果や今後の方向性について対話

を深めています。欧州事業説明会は、西欧、

中東欧事業の現地トップが出席し、日本で

は TV 会議形式で実施するとともにロンド

ンでも同様の説明会を開催するなど、幅広

い投資家との直接対話を推進しました。ま

た IR Day では、アサヒビール社やアサヒ

飲料社の経営トップに加えて、ESG パート

では会長兼取締役会議長および ES の担当

役員などが出席し、事業や ESG 関連のキー

パーソンとの対話機会も拡大しています。 

今後も、今回の受賞を励みとして、アナリ

ストや投資家の皆様との価値協創に向けて

“ONE TEAM”で IR 活動を推進してい

きたいと思います。皆様には、国内外の幅広

い知見に基づいて、より中長期的な視点に

立ったご指摘やご示唆を頂ければ幸いです。

「建設的な対話」を踏まえた経営改革によ

り持続的な企業価値向上を目指してまいり

ますので、一層のご指導ご鞭撻を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 


